
アスパラガスのカルテック施肥例（ハウス栽培・収量２～４トン以上、１０アール当り） 

定植前の 
地力作り 
（１０年分 
	 の基盤を 
準備） 

なるべく早く、深く耕

耘しておきます。 
最低限、定植迄に１ヶ月 
以上おいて下さい。 

 
※畑の排水に注意。 
有効土深４０㎝以上、 
地下水位５０㎝以下 
が必要です（最低限） 

ラクトバチルス １．２ｋｇ 

有機物・堆肥  ２０トン （なるべくカヤなどの植物質を多く） 

硫 安     １００ｋｇ（有機物のＣＮ比によって増減） 

畑のカルシウム １００ｋｇ（～２００ｋｇ）  
※深層まで土壌が酸性にならないように、畑のカルシウムをしっかり投入

します。ただし、酸性中和は以後１０年分の中和を一度にしておく訳で

はなく、現時点の土壌ｐＨを６．０前後にしておくだけで、以降の施肥

を酸性化しないように行います。従って地力作り時に通常の石灰を２０

０ｋｇも投入して微生物を殺すような事はしないで下さい。 
※有機物が菌の活動で有効化するので、通常、肥料は硫安を、地力作り時

に加えるだけで充分です。もし堆肥の量が少なかったり、痩せ地で、Ｎ

ＰＫ分の複合肥料を使う場合は、チッソ成分20㎏程度とし、地力作り時
に投入するか、定植までに２０日以上の期間をおいて下さい。 
※１ヶ月のうちに土壌ＥＣ：０．２以下に落ち着き、定植苗がよく発根す

るような安定した土になります。 
育苗 
・ 
定植 

（３～５月 
・１０月） 

播種床（培土） なるべく本圃と同じ地力作りをしておく（Ｎ控えめ、Ｃａはシッカリ） 

育苗中（２～３ヶ月） 濃 縮 酵 素 液	 	 	 1000～500倍、葉上からタップリ染込ませる 
カルテックＣａ液状	 	 半月ごと、交互に 

定植７日前 カルテックＣａ液状  ５００倍 葉上から根元まで散布、苗の充実 

定植時 濃 縮 酵 素 液    ５００倍 ドブ漬けまたは潅水、発根の強化 

１年目 
潅水・葉面散布（半月ごと） 濃 縮 酵 素 液 １～３リットル，カルテックＣａ液状 ５００倍 

追肥（７・８・９月） 硫安 ２０㎏，畑のカルシウム ２０㎏ 同時施用（Ｎ過多にしない） 

２年目 
以降 

 
※収穫中、

潅水は少回

数でも、１

回の潅水量

を多くし、

土深くへ染

込ませる。

酵素液を加

用のこと。

（ただしラ

クトバチル

ス効果で排

水・通気が

良い畑であ

ること） 

秋、茎葉の黄化 
（１１月のＣａ散布） 

茎葉の蓄積養分が地下部へ転流し、茎葉が黄化します。この作用は夏から

のカルシウムの効きによって促進されますが、いつまでも葉が青い（Ｎ過

多）なら、カルテックＣａ液状 ３００倍の葉面散布 ５日間隔。 
12月上旬～茎葉刈取り時 

	 毎年の地力作り 

（萌芽までに１５日程必

要です。もし刈取りが遅

れすぎたら ラクトバチ
ルスは投入せず、カルシ

ウムだけは施用します）  
※地力回復と地温上昇 

完全黄化したら 刈取りし、原則として全て茎葉は畑に還元します。 
この時、下記３つを散布し、ウネ土と軽く混ぜて ウネを作り直します。 
 
ラクトバチルス ６００グラム  

硫 安      ２０㎏（チッソ成分が多すぎる場合は 米ヌカ１５㎏） 

畑のカルシウム  ４０㎏（～６０㎏） 土壌ｐＨが酸性なら増量。 
 
※茎葉を醗酵させて地力回復。すぐに根に効かせるのでは ありません。 

 ラクトバチルスの作用で、根に障害なく、安全に醗酵・分解します。 

※よほど病虫害が激発した畑だけは茎葉を焼却し、かわりに堆肥 500kg 程

を投入します。           <根を切らないよう注意> 

１２月末～ 萌芽開始迄 １２／２５以降 休眠打破、萌芽確認後、保温開始時にタップリ潅水。 
濃 縮 酵 素 液 ２リットルを加えて潅水し、地温を上げ、萌芽を揃える 

春芽（収穫中）の促進 
（貯蔵養分による萌芽） 

濃 縮 酵 素 液 ２リットル潅水。半月ごと。 とくに土の排水不良や乾燥で 

根腐れ、曲がりや穂先の開く場合は すぐに潅水で 回復します。 

夏秋芽前（親茎育成）

の 施肥［礼肥］ 

春芽の収穫開始後５５日頃、親株を６本前後 立茎し、施肥します。 

  （施用量は状態により加減） 
硫 安      ４０～６０㎏    冬に投入できなかった場合は 

畑のカルシウム  ２０～４０㎏    ラクトバチルス ６００ｇも 

夏秋芽(収穫中)の促進 濃 縮 酵 素 液 ２～５リットル潅水 月１回（特に摘芯後、茎枯防止） 

カルテックＣａ液状 500倍 葉面散布 春芽後半から半月ごと（増糖） 

追肥 ７～９月、月１回 硫 安    ２０～３０㎏ （「収穫300kgごとN:3kg」より月ごと） 

畑のカルシウム ２０～３０㎏ （特に９月にはカルシウム多めに） 
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